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近現代内モ ンゴルの政治変動 と回民社会
『中国回教社会の構造』のその後
澤 井 充 生
1は じめ に
1944年、東洋史学者の岩村忍を団長 とする調査団1>が日本軍占領下の内モンゴル ・
河北 ・山西に足 を踏み入れ、清真寺(モスク)および回民 を広範囲に調査 したことは
よく知られている。岩村調査団は文部省管轄の民族研究所 ・大東亜省管轄の西北研究
所によって組織 され、緻密な文献調査およびインタヴュー調査を実施 した。岩村忍が
1949年・1950年に単著として刊行 した報告書 『中国回教社会の構造 く上)・(下)』には
清真寺の分布状況、宗教指導者や管理責任者などの情報提供者の氏名、職業、出身地、
年齢などが詳細に記録されてお り、現在でも近代中国の回民社会を知るうえで重要な
基本文献のひとつとなっている。
しか し、日本軍が撤退 した後の回民社会については追跡調査がまったく実施されて
お らず2)、回民の人々がどのような人生を歩んだのかがほとんど解明されていない。
残念なことに日本軍占領を経験 した情報提供者の大多数は逝去 してしまったが、彼 ら
や彼 らの遺族は植民地経験を忘却することな く、自分の人生の一部として現在 も背負
って生 きている。例えば、中国国民党や中国共産党は日本軍と関係のあった人々を「漢
好」(中国人の裏切 り者)と名付けて迫害 したが3)、回民の 「漢好」は 「回好」と呼ばれ、
「漢好」と同様に憂 き目に遭った。また、中国共産党が中華人民共和国を成立させた後、
回民の人々が共産主義の洗礼をどのように浴び、社会主義建設にどのように動員 され
たのか ということも詳細には記録 ・報告されていない。
このような状況 をふまえ、本稿では、筆者が2004年か ら2017年にかけて内モ ンゴ
ル自治区フフホ ト市4)において断続的に実施 した文献調査およびフィール ドワークに
依拠 し、日本軍が帰繧(現フフホ ト市)を占領 した1937年から現在にいたるまで回民
の人々が政治変動をどのように経験 して きたのかを再構成 し、彼らの歩みを傭鰍する
ことによって中国近現代史における少数民族社会の変容にともなう問題を検討する。
ll日本軍占領下の回民社会
1フ フホ トの回民
まず、 日本軍占領下の 「蒙彊5)」に居住 した回民の基本状況を簡単に整理 しておき
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たい。1941年7月の 『蒙彊年鑑』に 「蒙彊 」における民族別人 口が掲載 されてお り、 回
民 の人 口を確 認 す るこ とがで きる(表1)。表1に よれば、「蒙彊」全域 には1,063,352
世帯(5,114,487名)の諸民族が生 活 し、 この うち回民 の世帯数 は8,293世帯 、人 口は
37,155名と記載 され てい る[蒙彊 新 聞社1941]。この表 をみ るか ぎり、「蒙彊」にお
いては回民の人 ロ(37,155名)がモ ンゴル人の人口(29,879名)より多 く、意外 なこと
に回民が 「蒙彊」で最大の少数民族であった ことがわかる。
表1「 蒙彊」における民族別人口
民族区分
ド
世帯数 人口
日本内地人 14,474 36,420
半島人 1,433 4,123
漢人 956,557 4,864,958
蒙古人 6,354 29,879
回人 8,293 37,155
満人 1,797 5,853
外国人 226 463
無国籍 4 8
合計 1,063,352,114,487
出典:『蒙彊年鑑』[1941]の統計資料 をもとに作成
1944年に回民調査 を実施 した岩村忍によれば、回民の世帯数は7,487世帯、人口が
35,834名と報告 されている[岩村1949二33-34]。当時の日本軍の{鬼偏政権蒙古自治
邦政府の回教委員会が発行 した 『邦内回教調査概要』を参照すると、回民の世帯数は
7,820世帯、人ロは37,608名と記載されている[蒙古自治邦政府回教委員会1942]。
正確な人口統計を掲載 した資料は限られているが、これらの統計資料 をみるかぎり、
「蒙彊」に暮らした回民の世帯数はお よそ7,400世帯か ら8,200世帯、人口は35,000名
から37,000名ほどであったと考えることができよう。
次に、フフホ ト(当時は厚和市)の回民に目を向けてみよう。1942年の 『邦内回教
調査概要』には日本軍占領下の厚和市に居住 した回民は世帯数が1,690世帯、人口が
8,691名と記録されている[蒙古自治邦政府回教委員会1942]。ちなみに、中華人民
共和国成立後の統計資料によれば、1950年7月時点で緩遠省帰繧市(現フフホ ト市)
の回族の世帯数は2,520世帯(12,305名)、回民区では回民の世帯数は1,637世帯(7,744
名)と報告 されている[緩遠省人民政府2007:279]。1955年頃の 『内蒙古 日報』の
記録によれば、フフホ ト市回民 自治区(現回民区)に居住す る住民の世帯数は4,292
世帯、人口が18,124名、このうち回族の人口が8,309名という統計資料が公表 されて
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いる[内蒙古 日報編輯部工作組2007:9]。これらの統計資料 をふまえ、B本 軍占領
下の厚和市には7,000名から9,000名弱の回民が居住 していたと考えておきたい。
ところで、フフホ トにくらす回民はおおまかに二つの集団に分類することができ
る。ひとつが 「東路回回」、もうひとつが 「西路回回」である。東路回回とはその祖先
が清朝康煕年間以降、華北や華中などの 「内地」から移住 した人々である。彼 らの主
な出身地(祖籍地)は山西省の大同、右衛(右玉)、山東省の徳州、済南、北京、天津、
河北省の槍州、保定、石家庄、河南省の孟県などであ り、河北や山東か ら移住 した人々
が多かった[馬蓮英2011:123-124]。東路回回は中国東部・南部を出身地としている。
一方、西路回回とはその祖先が清朝末期から中華民国期 にかけて西北の陳西 ・寧夏 ・
甘粛などか らやって来た人々であり、近代以降になってフフホ トに移住 ・定住 した
人々である。西路回回は西北を出身地としている。彼 らの多 くは甘緩清真礼拝堂(現
清真北寺)の周囲に集住 し、東路回回とのあいだにはイスラームの儀礼や慣習に差異
がみられる(詳細については後述する)。
フフホ トは清朝期に 「帰化城」と呼ばれ、中国の 「内地」とモンゴルや新彊 との交易
を通 じて牛 ・羊 ・馬の家畜、獣皮 ・羊毛の集散地 として繁栄 した。帰化城が家畜 ・皮
毛の集散地であったことから、「経商」、「負取」、「牙紀」、「駝戸」、「屠宰」などの職業に
従事する回民が多かった。現在で もフフホ ト市で匝r族の伝統的な職業 といえば、「橋
牙子」、「皮販子」、「大白焙子」、「肉案子」が列挙されるように、家畜販売業、仲買業、
毛皮業、飲食業、屠畜業が回族の代表的な職業として認識されている。また、フフホ
ト市には"営坊道,馬上馬下;新城道,能緕能下;後沙灘,成鍵成串;馬蓮灘,能宰能桂"
という諺があるように、帰化城の北門外に位置した営坊道(清真大寺付近)に家畜販
売業 ・仲買業、新城道(清真大寺付近)に酪農業(牛乳)、後沙灘(清真西寺付近)に
騎駝業、馬蓮灘(清真東寺付近)に屠畜業 ・牛羊肉販売業に従事する回民が数多 く居
住 していた。
2フ フホ トの清真寺
回民は清真寺の周囲に集住 し、独自のコミュニティ6)を形成 してきた。彼らのコミ
ュニティは西北地方ではジャマーアと呼ばれることが多いが、フフホ トでは 「坊上」
ifangshαng)と呼ばれてきた。「坊上」の形成は回民の集団形成 とは切 り離せない関係
にあり、い くつもの 「坊上」が集合体となって回民社会を緩やかに形成 していた。フ
フホ トで縁遅 くとも17世紀後半から中華民国期にかけて回民が 「坊上」を形成してい
た。 日本軍占領期の厚和市に存在 した清真寺については偲偏政権の蒙古自治邦政府が
実態調査を実施 してお り、詳細な資料が記録されている(表2)。表2をみると、当時、
清真大寺、清真西寺、新城寺、清真東北寺、清真南寺、甘緩清真礼拝堂(現清真北寺)、
車靖寺が存在 したことがわかる7>。
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表2・ 厚和市の清真寺
清真寺 創立時期 信徒数 住所
大寺 清康煕32年1693年
453世帯
2,338名(男1,244名、女1,094名) 礼拝寺巷
西寺 清道光20年1840年
210世帯
1,010名(男541名、女469名)
後沙灘周家巷
新城寺 清光緒10年1884年
35世帯
186名(男97名、女89名) 乾泰泉南街
東北寺 清光緒17年1891年
205世帯
1ρ64名(男554名、女510名) 前新城道
東寺 清光緒20年1894年
333世帯
1,813名(男948名、女865名)
馬蓮灘東寺巷
南寺 清光緒25年1899年
36世帯
196名(男101名、女95名) 西河沿街
北寺 民国10年1921年
173世帯
1,064名(男456名、女38!名) 通道街十間房
車靖寺 民国11年「1922年
23世帯
125名(男60名、女65名) 和平路
合計 1,468世帯
7,796名(男4,001名、 女3,568名)
}
出典:『邦内回教調査概要』[1942]の図表をもとに作成
『呼和浩特回族史』[1994]にもとついて清真寺の概況 を整理 してお く。1693年(康
煕32年)、清真大寺が旧城の北門外に建設され、その周囲に回民が集住した。その後、
山西の大同や右玉などから数多 くの回民が帰化城へ移住 し、牛 ・羊 ・酪駝などを売買
する牛橋、羊商子、駝橋街を形成 した。康煕年間末期から雍正年間初頭にかけて、旧
城東門外の馬蓮灘には回民が集住 し、嘉慶年間に清真小学学堂が建設され、1894年(光
緒20年)頃に清真東寺として改築 された。繧遠城の建設後、1884年(光緒10年)、新
城南門の羊圏巷で屠畜業を営む回民が新城清真寺を建i設した。1891年(光緒17年)に
は清真大寺の東北に清真東北寺が建設され、清真小学堂 として大寺の管轄下にあっ
た。1899年(光緒25年)、同治年間に旧城西門外 に建設 された南学(傳家寺)が清真
南寺 として改築された。乾隆年間中期には、山西、河北、河南、山東、北京などから
回民が帰化城に移住 し、乾隆年間後期 に「後沙灘」に清真西寺 を建設 した。
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19世紀後半、西北で回民蜂起が発生 した後、陳西、寧夏、甘粛 などか ら帰化城へ
移住 した回民も少な くない。例えば、甘緩清真礼拝堂は清朝期の威豊年間に建設 され
た清真小学堂を前身とし、1921年に寧夏 ・甘粛出身の回民によって改築 された もの
である。車靖寺は1922年に緩遠都統の回民軍閥馬福祥の出資で建設 され、河北 ・山
東出身の回民移民によって管理されていた(現存 しない)。1946年に女性専用の女寺
が建設されている。
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地図1フ フホ ト市回民区付近の清真寺分布図(2017年)
注記:新 城区にある新城寺、団結寺は除外 した。
1949年に中華 人民 共和 国が 成 立す る と、車姑寺 、 甘緩 清真礼拝 堂が破壊 され、ほ
かの清真寺 も閉鎖へ と追い込 まれたが、改革 開放期 に清真大寺、清真東寺、清真南寺 、
清真東北寺 、新城寺真寺の修復お よび再開放 が共産党 ・政府 によって承認 された。そ
のほか、!980年代以降 、清真 西北寺(果 園寺)、団結寺、清真 小寺、清真祥和寺 が新
たに建設 され 、フフホ ト市ではモ スク ・コ ミュニテ ィは結果的 に増加 してい る、
中国 イスラームの清 真寺 について説明す る際 、いわゆる 「教派」に言 及す る必要が
ある、,中国 ムス リムの大 多数は スンナ派のハナ フ ィー法学派 に属す ると考 えられてい
るが 、おな じ法学派内部で あって も中国各地で 「教派」とい う学閥の よ うな集団が形
成 されてい る(た だ し、他の法学派 の影響 もみ られる)。簡 単に整理すれ ば、最 も早
く伝播 した カデ ィーム派、清朝期 に中央 ア ジアか ら伝 わったスーフ ィー教団、清朝 末
期以降 に拡大 した イスラーム改革派の イフワー ン派 、サ ラフ ィーヤ派 に分類 されてい
る.,フフホ トの清 真寺の場 合、スー フ ィー教 団は存在せず 、東路 回回にカデ ィーム派 、
西路回1【1iにイフワー ン派が多い,フ フホ トに現 存す る清真寺の うち清真北寺だけが イ
フワー ン派であ るs,、フフホ ト市に くらす回族 の古老の話 によれば 、1980年代 まで 「教
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派」が異 な る場 合、お な じ回族 であ って も結婚 しない こ とが一般 的であ った とい う
(2016年内モ ンゴル 自治 区 フフホ ト市 にお ける インタヴュー調査)。なお、現在、異
なる 「教派」同士 の結婚 は広 く容認 されている。
写真1佐 口透 が1944年頃に撮影 した回族
出典:『民族学研究』[1948]
写真1は歴史学者佐口透が1944年頃にフフホ トで撮影した回民の写真であるが、こ
の写真から伝統衣装の形態がわかる。中華民国期には洋服を着用する者もいたが、回
民の男性は黒色 ・灰色などの 「長炮9」、女性は 「旗砲」または 「上衣下裳」などの伝
統衣装を着用 していた。衣装の形態は周囲の漢人の衣装とほとんど変わるところはな
い。ただし、男性は 「回回帽」、「礼拝帽」という帽子、女性は 「蓋頭」というヴェール
を清真寺などに出入りする際に被っていた。女性の 「蓋頭」は未婚女性が緑色、既婚
女性が黒色、孫のいる既婚女性が白色の 「蓋頭」を被ることが慣例となっていた(写
真3・4でも確認で きる)。
3信 徒 集団
清真寺 の信徒 は西北 地方では 「高 目」(gaomu)または 「恰宛徳」(hau,αnde)と呼 ばれ
て きたが、岩村の報告 によれば、フフホ トの清真寺で は 「教胞 」伽oδoo)とい う名称 ・
呼称が使われていた とい う[岩村1950:5]。「教胞」とい う用語は文語 として使用 さ
れていた ようであるが、筆者 が西北 や内モ ンゴルで古老 に質問 したか ぎり、「教胞」と
い う語彙 は使 わない とい う(お そ ら く文語 であろ う)。例えば、 フフホ トの清真 寺の
場合 、信徒 は互 いに 「郷 老」(xianglao)と呼 びあってい る1〔})。本稿 では一般 的な信徒
を指す用語 として 「郷老」を使用する。
「郷老」は 日々の礼拝 、金曜礼拝 、年 中行事 、人生儀礼 な どの際 に清真寺 に通 うが 、
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喜捨(自由喜捨、法定喜捨)を清真寺、宗教指導層、管理責任者などに対 して実施し、
清真寺を社会経済的に支えている。「郷老」は基本的には先祖代々おなじ清真寺に所
属 し、自宅近 くの清真寺に所属する(もちろん清真寺の管理運営が自分に合わない場
合、清真寺を変更することは可能である)。岩村忍の報告によれば、信徒は礼拝の呼
びかけが聞こえる範囲内に居住 し、標準的な人数は400名から500名前後だったと報
告 している[岩村1949:17]。なお、清真寺に帰属する 「郷老」は男性(成人男性)
を指すが、女性専用モスクがある場合、女性の信徒たちも「郷老」となる。
清真寺には数多 くの 「郷老」が帰属するが、「郷老」たちは代表者を自分たちで選び
出し、清真寺の管理運営(例えば、宗教指導者の招聰 ・解任、年中行事の企画 ・開催、
人生儀礼の準備 ・執行、紛争処理、施設維持など)を担当させる。代表者(管理責任者)
となるための資格は明確には定められていないが、ムスリムとしての敬慶さ、経済力
や名声の有無、家柄や出自などが考慮されることが多 く、地元有力者が必然的に選出
されることが一般的だった。他薦ではな く、自薦の事例 もあったかもしれない。
岩村の報告によれば、管理責任者は 「郷老」と呼ばれていたと記述 している[岩村
1950:43]。たしかに 「郷老」は地域によっては管理責任者の意味で使用 されているが、
前述 したように、フフホ トでは 「郷老」は信徒全般を広範囲に指す語彙であり、管理
責任者は 「大郷老」、「執寺郷老」、「管事郷老」、「二郷老」などのように呼ばれていたと
考えるのが妥当であろう。管理責任者の人数は清真寺の規模によって異なるが、日本
軍占領下では4名から12名の管理責任者が存在 した[岩村1950:50-51]。なお、管
理責任者には任期制が適用されてお り、岩村忍は任期が1年と報告 しているが[岩村
1950:43]、実はこれには諸説あ り、現在、フフホ ト市にくらす古老たちは 「郷老」の
任期は3年であったと説明していた。
管理責任者は他の一般信徒 とは異なり、清真寺の運営を円滑に進めるためにはある
程度の財力を備えていなければならない。岩村は、日本軍占領期、回民の主要な職業
は輸送業、仲買業、飲食業、旅館、肉業、皮革業などであったと報告 している[岩村
1950:22-23]、歴史学者の今永清二は、清真寺を管理する地元有力者の職業には 「農業、
家畜業、鞍輔業、馬業、駝業、皮毛商、牙紀、飯館業、飲食業、大車業、点心業、煤
業、肉業、屠戸、塩商、雑貨商、果実商、洋貨商、石灰商、糧商、油塩商、小商販、
牛乳商、材木商、書記、散班阿旬、教師、医師」などが多かったと指摘 している[今
永1966:80]。フフホ トの管理責任者の職業をみるかぎり、酪駝業従事者が最も多
く(全体66名のうち30名)、管理責任者の多 くが騎駝業によって経済力を蓄えていた。
表3は岩村の報告書をもとに清真大寺の管理責任者の情報を整理 したものであるが、
実例 として、管理責任者(12名)のうち9名が酪駝業従事者であった。なお、清真大
寺で 「大郷老」を務めていた'曹家の人々は清朝末期から中華民国期にかけて内モンゴ
ルにおいて最 も影響力のある回民の騎駝業者であると称 されていたほどで[岩村
1949:53]、1949年にいたるまで清真大寺の最高管理責任者であった。
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表3清 真大寺の管理責任者(1944年)
清真寺 管理責任者 ・年齢 職業 祖籍地
大寺 曹湧(60) 駝業 河北槍県
楊福(55) 駝業 華北
馬永祥(52) 駝業 山西省右玉
馬正文(60) 駝業 北京
曹世禎(35) 駝業 河北槍県
穆承龍(48) 駝業 華北
趙興旺(58) 駝業 華北
白福(58) 牙紀 北平
丁亮(42) 小販 華北
韓興徳(45) 皮販業 華北
馬有財(58) 駝業 陳西
馬存1亙(59) 駝業 河北槍県
出典:『中国回教社会の構造』[1950]の表をもとに作成
4宗 教指導層
それでは、清真寺の精神的シンボル とされる宗教指導者について説明 しておきた
い。岩村の報告によれば、フフホ トでは1949年以前、宗教指導者に対 して 「教長11)」
という用語が使用されていた[岩村1949:91]。現在、フフホ トでは 「教長」という
用語は公的文書で使用 されることがあるが、普段はほとんど聞くことはない。それと
は別に、「開学阿旬」(開学アホン)という語彙もあ り、こちらの方が 日常的に使用さ
れていた可能性が高い。ただし、本稿では混乱 を避けるため 「教長」という用語を使
用する。
「阿旬」(アホン)とは清真寺で伝統的なイスラーム教育を受け、正規のイスラーム
諸学を修めた知識人を指 し、清真寺に 「教長」として勤務するアホンを「開学アホン」
と呼ぶ。清真寺でイスラーム教育を受けた知識人、「阿旬」の資格 を取得 した者は多い
が、全員が 「教長」としては招膀されるわけではない。なお、清真寺によっては 「教長」
を補佐するアホンがお り、彼らは 「副阿旬」(副アホン)または 「二阿旬」(二番 目のア
ホン)と呼ばれていた。アホンの資格を取得 したにもかかわらず、「教長」職に就いた
ことがない者は 「散班阿旬」(散班アホン)と呼ばれていた。これらの名称 ・呼称は現
在もほとんど変わりはなく使用されている。
「教長」は無期限に在籍で きるわけではなく、1949年以前から任期制が適用されて
きた。一般的には任期は3年前後である。岩村によれば、任期は2年か3年 ぐらいで
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あると報告されているが[岩村1949:92]、「教長」の勤務態度が一般信徒たちによ
って高 く評価 されている場合、「教長」は清真寺に留任することが可能である。一般的
には在任期間は一期あるいは二期で、それ以上留任することは珍 しかったという[岩
村1949:92]。慣例 としては、「教長」として招聰 される人物は清真寺の外部か ら招
聰されることが多かった。「教長」の選抜 ・招聰は普段から清真寺に通 う一般信徒全
員が話 し合いをつうじて決めることになっているが、実態としては、一般信徒全員で
はなく、管理責任者たちに決定権があった[岩村1949:92]。このような状況は現
状にもあてはまる。
表4教 長の招聰状
慈以
一端道高徳重向焉華北衆望所帰教理精深
久為各地景仰楊俊等素慕
鴻名成翼常吟
教講用見敬謹敦請
阿旬為本市東大寺教長務祈
術乞所請即日命駕在臨關明我教真義登揚
先聖精神広施教化訓導後進振聾発蹟以付聡明
偉厚市数千教胞如沐日森得慶敬以聴読可蘭経
並厳守教条行挙甚謹呈
李朴亭阿旬
出典=『中国回教社会の構造』[1949]
1949年以前、「教長」のほか、イマーム、ムアッズイン、ハテ ィーブ、ムフテイー
などの役職 も設置されていた。イマームは礼拝の指導、ムアッズィンは礼拝の呼びか
け、ハティーブは金曜説教、ムフティーは法解釈 を担当していた。これらの役職は主
に明代・清代から中華民国期にかけて中国各地の清真寺に設置されていた役職であ り、
現在は存在 しない。なぜなら中国イスラーム界では清朝末期から中華民国にかけて近
代主義的な改革運動12)が展開され、清真寺内の教育制度や儀礼などが刷新 されたの
であるが、その際、イマーム、ムアッズィン、ハティーブ、ムフティーなどの役職は
イスラーム改革派の支持者によって 「因習」として廃止されたからである。表5は 日
本軍占領期のフフホ トの清真大寺に在籍 した宗教指導層の内訳 を整理 したものであ
る。1943年当時、清真大寺には 「教長」のほか、イマーム、ムアッズィン、ムフティー、
散班アホンが在籍 していたことがわかる。
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表5清 真大寺に在籍 した宗教指導層(1944年)
清真寺 宗教指導者 ・年齢 ・原籍 学生 ・年齢 ・祖籍地
大寺 教長
劉富瑞(60)河北槍県 劉徳輔(22)河北槍県
イマーム 劉月起(31)河北槍県孟村鎮
劉玉林(47)帰緩 劉祥(30)河北槍県
ムア ツズ イン 劉祥林(26)河北槍県
馬英(24)帰緩 王生雲(26)帰繧
ム フ テ イ ー サ寛(21)帰繧
馬貴(85)帰緩 劉禎 ⑳ 帰繧
散班アホン(8名)
出典:『中国回教社会の構造』[1949]の表をもとに作成
「教長」のもとにはイスラーム諸学を学ぶ学生たちが集まる。現在とおなじく、フ
フホ トでは清真寺の学生たちは 「恰里発」(ハリーファ)と呼ばれていた(西北ではマ
ンラーと呼ばれていた)。漢語で 「学員」と呼ばれることもあった。学生たちには地方
出身者が多 く、一般に清真寺内に寄宿する。「教長」が優秀なイスラーム学者や知名
度の高い人物であると、数多 くの学生たちが清真寺の門を叩き、イスラーム諸学の研
鐙に勤 しむ。学生の衣食住に必要な経費は基本的には清真寺が負担することになって
お り、清真寺の経済収入の多寡によって受け入れ可能な学生の人数が調整される。日
本軍占領下のフフホ トで、多いところで7名、少ないところで1名の学生が存在 した。
フフホ トの場合、清真大寺は信徒が多く、規模が大きいため、学生の収容人数は多か
った。
表6清 真大寺の歴代教長(清朝末期から1949年までの期間)
氏名 祖籍地など
馬謙譜 雲南省出身。
劉輯五 河北省槍州出身。
王振芸 北京牛街出身。
劉輯五 北京牛街出身。
王振芸 北京牛街出身。
劉化春 河北省槍州出身。
王寛 北京豊台出身。居住地は牛街。中国回教倶進会の発起人。
蘇振海 河北省易県出身。
劉化春 河北省易県出身。
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李瑞林 河北省黄騨県出身。
韓統春 河北省槍州出身。
李希真 河北省槍州出身。
楊観元 河北省保定出身。
劉富瑞 河北省槍州孟村出身。1883年生。
弟子:馬 英、王生雲、劉徳珍 、サ寛、劉禎、曹忠 、景禄、海元子。
張文斌 河北省槍州出身。
出 典:2007年 か ら2016年ま での フ フホ ト市 に お ける フ ィ ー ル ドワ ー ク
ここで清真大寺に在籍 した 「教長」の内訳を確認 しておきたい。表6をみると、清
真大寺では清朝末期か ら中華民国期にかけて華北を祖籍地とする人々が 「教長」とし
て招聰されていたことがわかる。教長」の祖籍地は主に河北省や北京であった(ただ
し、劉化春はフフホ トに定住 していた)。1949年以前、フフホ トでは清真寺でイスラ
ーム教育を受けることは日常的に実施されており、イスラーム諸学を修めたアホンは
存在 したが、地元出身のアホンは 「教長」としては積極的に招聰されることはほとん
どなかった。筆者が2000年頃に寧夏回族 自治区銀川市で聞いた清真寺関係者(主任)
の説明によれば、「地元出身の教長の場合、清真寺内の人間関係が拗れた ときに厄介
な問題が発生 しやすいため、教長を外部から招聰する」という説明を受けたことがあ
るが、おなじことがフフホ トの清真寺にもあてはまるかもしれない。それとは別に、
「教長」に華北を祖籍地とする者が多い理由は、フフホ トの回民の祖先の大部分は華
北か らの移住者であ り、おなじ華北のイスラームに精通 した 「教長」を優先的に招聰
する傾向があるからである。特に、清真大寺ではその傾向が強い。実は、清真大寺に
か ぎらず、フフホ トの清真寺には華北から「教長」を招聰 しようとする信徒たちが今
もなお存在 し、宗教指導者の招聰に際して地縁的結びつ きが重視されることは珍 しく
ない。
ただし、地縁的結びつきが強いとはいえ、そのような関係性が必ず しも持続すると
はかぎらない。例 えば、1945年以前、清真大寺において次のような事件が発生 した
ことがある。清真大寺の学生たちが絨毯商人のウイグル人と知 り合い、正規のクルア
ーン朗言雨(タジュウィー ド)をひそかに教わっていた。タジュウィー ドとは標準アラ
ビア語による正規のクルアーン朗訥法なのであるが、当時、中国国内では非常に珍し
いものである。清真大寺の最高責任者曹湧が自宅で死者祈念儀礼 を開催 した際、「教
長」や学生だけでなく、そのウイグル人も招待 し、クルアーン朗訥 を依頼した。曹湧
だけでなく、「教長」もタジュウィー ドを黙認したことを確認 し、後 鳳 一部学生たち
が清真大寺でタジュウィー ドを披露した。すると、その朗諦法に違和感を覚えた信徒
たちが 「私たちの200年以上もの歴史のあるイスラームではそのように朗訥 しない。
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出て行 け1」 と学生 たちを叱責 した。「教長」は当初 は釈 明 しようとしたが、言い分 を
聞 き入れて もらえず、結 果、辞職せ ざるをえな くなうた[努 力2003:164-165]。
4日 本軍 との関係
ここで日本軍 と清真寺指導層の関係に話題を移そう。詳細については拙稿[2014,
2016]で詳述 したので本稿ではごく簡単にまとめるにとどめてお きたい。日本軍が占
領 した中国東北、華北、内モンゴルなどにおいて清真寺は日本軍の統制下に置かれ、
清真寺関係者(主に指導層)は日本軍関係者と協力関係を少なくとも表面上は築かざ
るを得なかった。フフホ トの場合、日本軍特務機関は歴史が最 も古い清真大寺に注 目
し、清真大寺の付近に西北回教聯合会 という偲偲の宗教団体 を設置し、回民に対する
宣撫 ・懐柔工作(いわゆる回教工作)を展開 した13)。当時の回教工作には、西北回教
聯合会の組織、回教徒訪日視察団の派遣、回民青年学校 ・回民小学校の運営、伊斯蘭
婦女協会(イスラーム婦女協会)・回民青少年団の組織、回民の貿易商を宿泊させる
回民会館の運営、回民女塾における日本語教員の育成などが含 まれていた。
日本軍が駐留する状況下、回民の人々は回教工作に関わらざるをえず、清真寺の宗
教指導者や地元有力者は西北回教聯合会およびその関連施設のメンバーに任命 ・登用
された。表7は西北回教聯合会幹部の内訳を整理 したものである。会長、副会長、評
議員、支部長にフフホ ト、張家口、大同、包頭各地の回民の地元有力者たちがその名
前を連ね、フフホ ト出身者に目を向ければ、会長、副会長、評議員に曹英、丈馨、馬
永祥、馬文仕といった清真寺の地元有力者が採用されていたことを確認することがで
きる。
表7西 北回教聯合会の幹部
役職 氏名(所 属支部)
会長 曹英(厚 和)
副会長 3ζ馨(厚 和)、李郁周(張 家口)
評議員 玉景筍(張家口)、王永煕(張 家口)、麻永禄(大 同)、馬孝(大 同)、
馬永祥(厚 和)、馬文仕(厚和)、楊萬里(包頭)、李口口(包 頭)
支部長 李郁周(張 家口支部長)、王輔(大 同支部長)、丈馨(厚 和支部長)
出典:『邦内回教調査概要』[1942]の表 をもとに作成
注記:解読不能な箇所には□を挿入しておいた。
日本軍特務機関は 「蒙彊」にくらす回民の人々を視察団として日本へたびたび派遣
していた。表8は回教徒訪日視察団に参加 したフフホ ト出身者の名簿である。表8を
みると、日本軍特務機関が回教徒訪 日視察団のメンバーを西北回教聯合会、清真大寺、
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甘緩清真礼拝堂、清真東寺、清真西寺、回部小学校などの宗教施設や教育施設か ら選
抜 していたことがわかる。
表8回 教徒訪 日視察団のフフホ ト出身者
1938年
氏名 年齢 備考(職業、役職など)
王潤 36 駝駝商
退廷柱 23 騎駝商
曹銘亮 19 騎駝商
劉玉 40 騎駝商
孫宝善 35 騎駝商
張英 19 毛皮商
費廷璽 30 毛皮商
郭玉璽 20 学生
1939年
曹英 39 西北回教聯合会厚和大寺分会(本部副会長)
費致中 36 西北回教聯合会厚和大寺分会(支部総務主任)
白世貴 25 西北回教聯合会厚和北寺分会(回教商業会長)
馬験良 26 西北回教聯合会本部(本部弁公主任)
劉萬山 22 西北回教聯合会厚和東寺分会(回教小学教員)
白忠 22 西北回教聯合会厚和西寺分会(回教青年学校学生)
1943年
麻士珍 ? 西北回教聯合会本部総務部長兼厚和副支部長
麻成 ? 厚和市立回部小学教員
出典:『陸支密大日記』第55号[1938]、『陸支受大 日記』第5号[1939]、『回教月刊(西北鐘声)』
第2巻第5期[1942]の表 をもとに作成
日本軍と清真大寺の関係 を如実に物語る文物が現在 も残されている。清真大寺には
「望月楼」ζ呼ばれるミナレットがそびえ立ってお り、今や清真大寺だけでなく、フ
フホ トの回民を代表する建築物としてよく知られている(写真2)。実は、このミナレ
ッ トは回民の人々が自力で建設 したものではなく、日本軍特務機関が建設費を捻出
し、回民の人々に作 らせた建物である[小村1988:119]。ミナレットの由来は日本
軍との関わ りゆえ公の場では積極的に言及されないが、フフホ トでは公然の秘密であ
る。詳細については拙稿[2016:77]で述べたので本稿では省略するが、 ミナレット
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建設の詳細について西北回教聯合会の機関誌 『回教月刊(西北鐘声)』に掲載 されてい
る。
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写真2清 真大寺。奥にそびえるのが ミナ レッ ト(2017年フフホ ト市で撮影)
清真大寺の ミナレットだけでな く、日本軍特務機関は西北回教聯合会に働きかけ、
女性のためのモスク(清真女寺)も建設 している。清真女寺の発起人 ・賛助人には西
北回教聯合会の曹英、支馨、馬永祥、王有恒、回民青年学校教員兼回教青少年団幹部
の馬慶、清真大寺の遽廷秀、曹湧、楊福、曹世珍、穆成龍、趙興旺、馬正文、丁亮、
馬有才(馬有財)、費致中、甘緩清真礼拝堂(現清真北寺)の敏泉、イスラーム婦女協
会の藪廷蘭、李逸群 、邸紫雲、丁瑞蘭、李秀貞、楊秀清、楊玉芳、劉雅仙が記載され
てお り、日本軍特務機関が少数民族の女性教育を利用 しなが ら懐柔 ・宣撫工作を展開
していたことがわかる(表9)。
表9清 真女寺の発起人 ・賛助人
役職 氏名(所 属支部)
発起人
曹英 、交馨、麻 士珍、遽廷 秀、曹湧 、馬 永祥、王 有恒、楊福 、敏 泉、
穆成龍、丁亮、馬有才 、白福宝、趙興旺 、馬正文、韓興 徳、曹世珍
賛助人
楊生茂、劉 漢卿 、孫光斗、楊萬元、馬永泉 、呉榮、費致 中、白世貴 、馬慶、
藪廷蘭、李逸群、邸紫雲 、丁瑞蘭、李秀 貞、楊秀清、楊玉芳 、劉雅仙
出典:『回教月刊(西北鐘声)』第2巻第5期[1942]
ここまでみたように、日本軍は特務機関に西北回教聯合会を設立させ、回民の地元
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有力者たちを植民地政策(皇民化政策)に数多く動員していた。日本軍の回教工作が
いかに巧妙なものであったのかについては本稿では論 じないが、日本軍占領下の厚和
市において西北回教聯合会 と清真寺関係者(主に地元有力者)がどのような関係性 を
構築 していたのかを図に示 してお く(図1)。実際の関係は一層複雑であろうが、当時
の相関図を具体的に把握できるはずである。
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西北回教聯合会と清真寺関係者の相関図図1
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ひとこと付け加えておくと、清真寺が 日本軍占領下に置かれたとはいえ、回民の地
域活動が日本軍特務機関によって完全に統制されていたわけではない。例えば、筆者
は西北回教聯合会の機関誌 『回教月刊(西北鐘声)』の記事に目を通 したが、日本軍特
務機関が清真寺内部の人事異動や宗教活動に関与 した痕跡を確認することができなか
った14,。たしかに日本軍がシンガポール陥落記念式典のような新しい行事を企画 ・開
催 したことはあったが、清真寺内部の宗教活動や年中行事に干渉することはなく、清
真寺内部の自治はある程度は容認されていたと現時点では考えておきたい.
m「 解放」後の清真寺
1共 産主義の洗礼
1945年、「鬼子15」と呼ばれた目本軍が撤退 した後、中国国民党が再来すると、回
民の人々はおなじ中国人の国民党に対 して歓迎の意を示 した。例えば、1945年頃、
回民軍閥の白崇禧が帰緩市を視察 した際、回民の人々は白崇禧を出迎えた。そのとき
に撮影 された写真が写真3である。国民政府は1928年か ら1937年まで帰緩を支配 し
たことがあり、日本軍に対する反応とは異な り、回民の人々は中国国民党に対 して強
烈な反発や嫌悪感を示 さなかった と考えられる。
ほ 　
騨
,あ 、
き
＼ ・
」
写真31945年 頃の回民女性(白崇禧が帰繧市を視察 したときの様子)
出典:『父親与民国(上)』[2012]
とはいえ、熾烈 な国共 内戦 は しば らく続 いたが 、1949年3月、中国共産党は緩 遠省
主席 を務めた傳作義(国 民革 命軍)と の あいだで和'F協議 を締結 し、緩遠 省主席 董其
武の和平起義工作 を支援 した,中 国共産党はち ょうどその頃、帰緩市 に駐緩連絡処 を
設 置してい る。1949年9月9日、緩遠 省一i三席が起 義 を発動 し、国民政府 か らの離 脱 を
宣 言し、いわゆ る 「和平起義」が実現 し、1950年2H21目、起義部隊 は人民解放rtii二緩
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遠軍区に再編された。
その後、中国共産党は帰繧市に軍政委員会を成立させ、その下部組織に民族工作委
員会を設置 した。中国の少数民族地域には社会主義政策の実施が若干延期された地域
があったが、帰緩市の場合、中国共産党は回民工作組を派遣 した。回民工作組の責任
者には回族の共産党員馬志新が任命 され、馬志新は少数民族党員の選抜 ・推薦 ・育成、
伝統産業の集団化(例えば、回民生産供応社の設立)などを担当 した。中国共産党が
派遣 した回民工作組が帰緩市の回民に対してその趣旨をどのように説明 し、住民の協
力を得たのかは現時点では確認できないが、ある逸話を聞いたことがある。
日本軍特務機関の統制下にあった西北回教聯合会に支馨 という回民の幹部がいた。
丈馨は清真大寺の管理責任者となったことがある地元有力者のひとりである。丈馨の
遺族の話によれば、丈馨は!950年に回民工作組の会合に出席 したのだが、共産党員
と意見が合わなかったため、思想に問題があると判断されたらしく、その後 「反革命
分子」として銃殺 された(2014年内モンゴル自治区フフホ ト市におけるインタヴュー
調査)'。1952年8月6日の 『人民日報』において丈馨は 「回族敗類(回族の敗北者)」と
名指 しされ、槍玉に挙げられている。
特別是経迂各稗姦姦烈烈的群森透劫,回 双人民更加緊密地団結起来了。在領圧
反革命這劫中,回渓人民共同控源了回族敗糞丈福堂等的反革命罪行。土地改革透劫
中,回渓人民一起斗倒了地主,分 得了土地,以 后又在一起互助生序。
おそらく丈福堂にかぎったことではないが、中国共産党に協力的だとみなされなか
った人々のなかには反革命罪の容疑で処罰された者がいたのだろう。ちなみに、おな
じ西北回教聯合会で幹部 を担当 した曹英は1949年に中国共産党が帰緩市にやってく
ることを知ると、自分が対 日協力者 として拘束 ・処刑 されるのではないかと身を案 じ、
行方をくらませた。曹英は甘粛省の農村に身を隠 し、清真寺に時々勤務しながら情勢
を窺い、宗教制度民主改革が始まる1958年頃までには帰郷 したとい う(2013年北京
市におけるインタヴュー調査)。
回民工作組による準備工作の後、1950年12月28日、緩遠省軍政委員会は回民 自治
区の成立を宣言し、帰緩市の回族集住地域に 「区域自治」が適用 されることとなった。
また、帰緩市は1954年にフフホ ト市 と改称 された。当時の様子を把握するためには
具体的な事例を収集する必要があるが、社会主義改造は中国共産党が主導権を掌握
し、民衆はその指導に服従せ ざるをえなかった可能性が高い。
中国共産党は1950年代半ばまでには土地改革、1957年に反右派闘争、1958年に宗
教制度民主改革、1966年に文化大革命を強行 した。反右派闘争では共産党に敵対す
るとみなされた 「右派」を灸 り出す運動が展開されたが、中国イスラーム界には「右
派」と認定された宗教指導者が数多 く存在 した。宗教制度民主改革では清真寺の組織
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形態や財産管理制度などが改革の対象とみなされ、特に宗教指導者や管理責任者たち
の権限が縮小 させ られた。例えば、清真大寺の場合、1958年までは楊福、劉栄たち
が管理責任者 として在籍 し、楊万禄や馬時若 を「教長」として招聰できていたが、
1958年には解任されたという(2016年内モ ンゴル自治区フフホ ト市におけるインタヴ
ュー調査)。そのほか、フフホ ト市において 「右派」と認定された回族には張殿亮、馬
翰林、馬成などの宗教指導者、劉栄、曹夢麟、麻国棟などの地元有力者が含まれてい
た。
一方、清真寺では1958年頃には宗教活動 を従来のようには実施で きなくなってい
た。1958年に車姑寺が破壊 され、清真東寺が清真大寺に合併され、清真南寺、清真
東北寺が他の機関に占拠 されて閉鎖された。1962年、甘緩清真礼拝堂が破壊 され、
清真西寺と合併 され、西北寺 と改称 された。1966年に文化大革命が始 まると、残 り
の清真大寺、清真西寺、新城寺、清真女寺が閉鎖されて しまい、宗教活動場所は公の
場から消滅 して しまった。宗教活動場所が実質的に消え去ったため、回族の人々はイ
スラームで義務とされる礼拝や断食だけでなく、冠婚葬祭を秘密裏に実施せざるをえ
なくなった。冠婚葬祭は自宅で秘密裏に行 う者がいたが、清真寺を利用できなくなっ
たため、それまで清真寺で実施 していた儀礼(例えば、集団礼拝、金曜説教、死者祈
念儀礼)は完全に実施できなくなった。例えば、当時の混乱期を物語る話がある。ム
スリムは死後、イスラームの規定にしたがって土葬することが一般的で、中華人民共
和国の成立後も土葬は実施できたが、文化大革命の最中、フフホ トでは2人の回族が
火葬されている16)。
写真41980年代の回族女性の服装(筆者所蔵)
文化大革命の余波は民族衣装の着用にも及んだ。回族の伝統的な衣装、例えば男性
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が被る白い帽子、女性のヴェールなどは文化大革命のときには着用 しづ らくなった。
その理由は、中国共産党が何 らかの政策で禁止したわけではなかったが、当時の社会
情勢が民族衣装を着用できる雰囲気ではなかったためだといわれている。1980年代
までは回族は漢族 とおなじように人民服(中山服)を着用することが一般的だった17)。
写真3は1980年代に回族女性を撮影 したものであるが、高齢者以外は作業着を着てい
る。
意外に思われるかもしれないが、文化大革命の頃、1967年に紅旗区と改称 された
回民区には中央か ら派遣 された紅衛兵、紅衛兵に賛同した回族(主に若者)が登場 し
た。紅衛兵には保守派も存在 したが、特に回民中学の造反派は悪名が高 く(地元出身
の回族が多かった)、清真大寺の ミナレットを傷つけた り、回民墓地の一部を破壊 し
たりした。ただし、おなじ頃、フフホ ト市には回民戦闘隊という集団が地元回族(300
名)によって組織され、清真大寺は保護された。1967年には清真西寺が信徒たちによ
って一度開放 され、 しばらく秘密裏 に使用されていたが、1969年には断食明けの祭
をめぐって信徒たちと革命委員会が衝突した事件18)が発生 し、しばらく緊張状態に
あった。
フフホ ト市全体にかかわることであるが、1949年以降、住民管理制度 も大 きく変
化 した。帰繧市では1950年に保甲制が廃止され、1951年頃には居民委員会が組織 され、
都市居住者の管理が強化 された。1954年に帰繧市はフフホ ト市 と改称された。フフ
ホ ト市内には1958年頃に人民公社が成立 し、1962年頃には街道弁事処が人民公社 に
取って代わる行政機関として成立 した。回民の集住地区は1950年12月28日に回民自
治区として 自治区の名称 を付与 されたが、1956年に回民区と改称 され、自治区の文
言が抹消された。それは区域自治の無効を意味する。
ただし、回民区には回族が集住する地域が現在 も多く、そのなかで回族が特に多い
のは通道街と呼ばれる地域で、現在、行政機関の通道街街道弁事処という行政機関に
よって管轄されている。2007年の時点で通道街街道 弁事処の管轄下にある住民の人
口は22,000名ほどで、 このうち回族 はおよそ42%を占める。通道街街道弁事処は
2004年以降、5つの社区居民委員会を管轄 し、回族の住民が最 も多いのは寛巷子社区
居民委員会の管轄地域である。2009年の統計資料によれば、寛巷子社区居民委員会
は清真大寺の北側 ・東側に建設 された集合住宅を管轄 してお り、住民の世帯数は
1,519世帯、人口は4,895名、この うち回族の世帯は1,215世帯、人口は3,983名(社
区居民全体の81.3%)となっており、回族が非常に多いことがわかる。
住民管理だけでなく、回族の伝統職業が中国共産党による社会主義改造、例えば経
済活動の集団化によって抜本的な改革に直面せざるをえなくなったことに言及してお
きたい。フフホ トにくらす回族の代表的な職業といえば、騎駝運送業、家畜販売業、
仲買業、毛皮業、飲食業、屠畜業などであったが、社会主義改造の対象 とみなされた。
伝統職業の経営形態はそれまでは個人経営あるいは個々人の共同経営であ り、国家権
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写真5寛 巷子社区居民委員会の管轄地域(2014年フフホ ト市で撮影)
力が経営に介入することは基本的にはなかった。ところが、1954年、中国共産党が 「公
私合営暫行条例」の施行 を決議 した結果、私営企業は他社(例えば食品会社)との合
併、その後は国営化を余儀なくされ、資本家は経営権、店舗名や商標、伝統技術など
を喪失 し、老舗商品の生産が困難となった。資本家のなかには!957年の反右派闘争
において 「民族資本家」として政治運動の矢面に立たされた者も少なくなかった。フ
フホ トの場合、1949年以前にその名を知 られていた老舗のレス トラン、茶楼(茶館)、
菓子店などは大部分が消え去って しまった。北京市の場合、清朝期や民国期に創業 し
た老舗のハ ラール ・レス トランが現在 も存続 しているが(例えば、月盛斎、東来順、
爆肚薦)、フフホトには醤牛肉の老舗萬勝永(清朝同治年間創業)を除けばほとんど残
されていない。
2清 真寺の修復 と宗教管理機構
1976年、四人組の逮捕によって文化大革命が幕 を閉 じると、フフホ トでは清真寺
が信徒たちの手によって自発的に開放あるいは修復されるようになった。その担い手
は当時の政治情勢の変化を機敏に感じ取った人々である。彼らが中国共産党に嘆願書
を提出したらしく、1980年に清真寺の修復が回民区の共産党書記(回族)によって承
認 された。例えば、清真大寺の場合、1980年前後、白寛、馬徳を中心 とする回族の
代表者(7名)が共産党および市宗教事務処(兼民族事務処)か ら指名されるかたちで
清真大寺の 「寺管組」(管理委員会)を組織 し、清真大寺の管理 を委託 された。厳密に
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いえば、一般信徒たちが自分たちで選出した代表者たちではなかったが(伝統的な選
出方法とは異なる)、一般信徒たちが共産党 ・行政機関との交渉によって清真寺の主
導権 を奪回したことには大 きな意味があった。
1980年代前半、清真大寺にかぎらず、フフホ ト市の清真寺では中国共産党 ・行政
機関が指名した代表者が中心 となって清真寺の修復 ・管理運営を担当していたようで
ある。もちろん一般信徒たちが推薦 した代表者が当局によって承認された事例 もあっ
たのだろうが、当時、経済状況が芳 しくなかったため、管理責任者の資格 を備えた人
物は非常 に少なかった。清真大寺のほか、1980年に清真女寺、1981年に清真大寺 と
清真東寺、1982年に清真西寺、1984年に新城寺が開放され、1986年に清真北寺 と清
真南寺、1988年に清真北寺(旧甘緩清真礼拝堂)、1994年に清真東北寺が修復された。
新 しい清真寺としては清真小寺19)が1982年、団結寺が1994年に建設されている。
1990年代には清真寺の管理運営制度に変化が訪れる。1990年、「清真寺民主管理委
員会」という新 しい組織が共産党 ・行政機関の指導によって組織 された。それまでは
「大郷老」、「管寺郷老」、「執寺郷老」、「二郷老」と呼ばれていた管理責任者たちは 「主
任」、「副主任」、「会計」、「出納」などの近代的な役職 を付与 され、役職名が変更 され
た20)。1995年には清真寺民主管理委員会に選挙制度および任期制度が導入され、1990
年か ら1995年までは清真寺の一般信徒たちは代表者を自分たちで選出(推薦)してい
る。一般信徒たちは代表者名簿をフフホ ト市イスラーム教協会21)へ提出 し、フフホ
ト市イスラーム教協会が人選を検討 し、その後、フフホ ト市イスラーム教協会が市宗
教事務処(1992年成立)へ報告 していた(ただし、主任はフフホ ト市イスラーム教協
会が指名 した)。
それに対 して、1995年以降は清真寺のなかで選挙を実施することになった。すな
わち、清真寺では清真寺民主管理委員会の候補者を事前に選定 し、一般信徒たちの投
票によって清真寺民主管理委員会のメンバーが選出されるのである。当選者が一般信
徒たちの投票によって確定 した後、フフホ ト市イスラーム教協会が当選者を市宗教事
務処22)へ報告する。ただし、主任がフフホ ト市イスラーム教協会によって当選者の
中から指名 されることには変更はない。このように、清真寺民主管理委員会の選出に
あたって当局の干渉は完全に払拭 されていないが、任期制は1995年以降、継続的に
適用されており、任期年数は3年1期と定められている。
表10は改革開放期 に清真大寺の管理責任者 となった人物を整理 したものである。
前述 したように、1990年頃までは共産党 ・行政機i関が管理責任者を指名することが
暗黙のルール とされていたが、1990年代以降は一般信徒たちが候補者を自分たちで
推薦することによって代表者を選出できるようになった(おそらく一般信徒のなかか
ら経済的余裕のある有力者が登場 したか らであろう)。1995年からは信徒たちによる
投票が実施 されてお り、清真寺民主管理委員会の人選では一応は 「民主的」な方法が
採用 されている。 しか しながら、1990年代以降の管理責任者の人事を仔細 に観察す
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ると、一般信徒たちの選挙によって主任が選出されたわけではない事例が見受けられ
る。
表10清 真大寺の管理責任者(改革開放期)
氏名 内容
白寛、馬徳 1981年～1983年。「寺管組」。7名 。
王偉 1983年～1986年 。
質真(珍) 1986年～1988年 。
恰義
「
1988年～1990年 。 一
拝真、費保三 1990年～1993年。1993年頃、拝真が急逝。
費保三 1993年～1994年 。 『
麻世祥
1994年5月24日。
※麻世祥が半年以内に辞職 し、馬福仁が主任 となった。
馬福仁
1995年頃～2014年。
※麻世祥の任命。
楊貴
2014年2月頃。60代。
※前任の馬福仁が落選 し、楊貴が主任に当選 した。
出典=『回教月刊(西北鐘声)』第2巻第5期[1942]
例 えば、清真大寺の場合、拝真が急逝 した後、費保三が主任 となったが、それは副
主任から自動的に昇任 しただけで選挙は実施されていない。また、費保三が退任 した 、
後、麻世祥が主任 となったが、麻世祥はイスラーム教協会の知人による指名によって
選抜された人物で、選挙は実施されていない。その後、麻世祥が短期間(半年ほど)
で辞任する際、副主任 をそれまで務めていた馬福仁が主任 に抜擢 され、2014年まで
主任の座につき、いわば長期政権を確立 していた。中国イスラーム教協会が1993年
に公布 した 「清真寺民主管理試行弁法」によれば、清真寺民主管理委員会のメンバー
は民主的な選挙 によって選出することになっているが、地域によっては必ず しも徹底
されているわけではない。
中国共産党は改革開放政策を導入 した後、宗教政策を効果的に施行するために宗教
管理機構を確立 した。公認宗教の別なく、中央 ・地方では中国共産党の統一戦線工作
部を頂点とし、その指揮下に行政機関の宗教事務局、宗教団体、清真寺が配置されて
おり、一種の階層組織が形成されている(図2)。イスラームの場合、中央 ・地方にお
いてイスラーム教協会が宗教団体 として宗教政策の宣伝、宗教活動の監督、宗教施設
の登録などの業務を担当 している。イスラー4教協会は建前としては中国ムスリム諸
民族の利益を代表する民間団体 と定義されているが、実態としては共産党 ・行政機関
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の宗教政策を後方支援する役割を担ってお り、政治宣伝(例えば、政教分離、無神論、
愛国主義など)を積極的に展開する。それゆえ、ムスリムの民衆はイスラーム教協会
に対 して複雑な感情を抱いている。もちろんイスラーム教協会はメッカ巡礼の組織、
宗教指導者の認定 ・養成、清真寺の登録 などの活動で一定の成果を上げてはいるが、
中国共産党が提唱するスローガンを清真寺に対して声高に連呼するため、その存在意
義をムスリムの民衆によって疑問視されることも少なくない。
塵
宝轟
蕪 轟_溝欝
言 盲
壷壷途 錘鎚
←一→ …燧力関係
図2改 革開放以降の宗教管理機構と清真寺
ここで清真大寺の歴代教長の内訳に目を向けてみよう。表16は1949年以降の歴代
教長を整理したものである。中華人民共和国が成立する直前、清真大寺には楊万禄が
「教長」として勤務 しており、その後、馬時若、張殿亮が 「教長」を担当 した。宗教制
度民主改革が強行 される1958年までは 「教長」を招聰できていたが、1958年から1976
年までは政治的混乱のため清真大寺を使用することができず、ユ978年になって 「教長」
を再び招聰できるようになった。
歴代教長の出身地についていえば、1985年までは主に華北地方か ら「教長」を招聰
していたが、1985年以降から西北地方から「教長」を招聰することが多 くなったこと
がわかる。1985年以前 もそれ以後 もおなじカディーム派の 「教長」を招聰 しているが、
おな じ教派 といっても地域によって儀礼解釈が異なり、華北以外の地域から「教長」
を招聰することはある意味画期的なことである。その後、清真大寺では基本的には西
北地方から「教長」を招聰 している。これは一般信徒全体の意向というよりもむしろ
1985年当時の管理責任者たちの判断による。
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表11清 真 大寺 の歴代教長(1949年以降)
氏名 内容
1948年末頃に着任。河北省玉田県出身。在籍3年 。
楊万禄
1950年断食明けの祭で礼拝を指導 した。
馬時若 甘粛省平涼 出身。1954年着任 。2年 。
1898年生。山東省宇津県出身。
張殿亮 1956年着任 。在籍2年 前後。
1970年逝去。葬儀の日に大寺を開放 した。
1903年生。河北省海興県出身。
時福森 1978年着任。
1992年逝去。89歳。
馬宗仁 河北省固安県出身。
1910年生。河北省通県 出身。
李瑞卿
2006年逝去。
杁吉明 河北省槍州孟村出身。
新彊ウイグル自治区出身。
馬建文 在籍期 間:1993年～1996年。
1996年辞職。その後、副教長が代理。
寧夏西吉県出身。
馬天宝
在籍期 間:1998年～2005年3月。
新彊ウイグル自治区出身。
在籍期 間:2005年4月～2008年4月。
馬建軍
2008年4月11日解任。 その後、新城寺へ異動。
2012年9月祥和寺へ移動。
甘粛省平涼市出身。70歳。
在籍期間:2008年5月～2011年4月。
馬長青
2bl1年4月22日辞任。
※その後、副教長(馬 姓)が教長に就任。
寧夏回族自治区固原出身。
在籍期間:2011年5月～2014年2月頃。
馬永成
2014年2月頃、寺 管会の選挙。馬教 長 を解任。
2014年、包頭青昆寺へ異動。
河北省槍州出身。
張韓
在籍期 間:2015年1月～2016年9月。帰郷。
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※副教長:馬金発。
馬金発
寧夏回族自治区固原出身。
2016年10月頃着任。
※副教長:冠 アホン(元南寺教長)。
出 典:2007年 か ら2016年 まで の フフ ホ ト市 に お け る フ ィ ール ドワ ー ク
1949年以降、「教長」には明確な任期制が適用されてお り、原則、1期3年と定めら
れている。 これまでの 「教長」の在籍年数を見ると、清真大寺には3年在籍の 「教長」
が多 く、再任 しない事例が圧倒的に多い。 しか し、再任 した 「教長」も存在する。清
真寺民主管理委員会の説明によれば、「教長」が清真寺に着任 した場合、1年は在籍す
る権利があ り、1年目に解任 されることはない。 もし解任 されるとなると、2年目以
降である(2016年内モンゴル自治区フフホ ト市におけるインタヴュー調査)。過去の
実例として、「教長」が清真寺に着任 した後、儀礼解釈をめぐる意見の相違や清真寺民
主管理委員会の改選などをきっかけとして信徒たちと揉める事例があ り、「教長」が3
年以内に清真寺 を立ち去った事例が散見する。一般に、信徒たちは 「教長」の性格、
人間性、能力などを見究めるすべはない。「教長」が着任 した後、信徒たちがはじめ
て気付 くことも少なくない。それゆえ、「教長」が適任かどうかをめ ぐって信徒たちの
あいだで議論が巻き起こることも少なくない。
「教長」の招聰 ・解任に関 して、近年は清真寺民主管理委員会が中心となって候補
者を選び、話 し合いの結果、招聰の手続きを進めているが、「教長」が後任の 「教長」
を指名あるいは推薦 した事例もある。例えば、馬建文は退任の際、弟子の馬天宝を後
任の 「教長」として清真寺民主管理委員会に推薦 していたという(誤解を避けるため
に補足説明してお くと、馬天宝は非常に優秀な学者であるだけでな く、人柄 もよく、
清真大寺の信徒たちのあいだで評判がよかった)。そのほかの事例 としては、馬建軍
は3年在任 し、信徒たちは再任を期待 していたが、儀礼解釈の相違 をめぐって清真寺
民主管理委員会と揉め、その結果、清真寺民主管理委員会は教長を解任 した。その後、
《回民区の区長が自分の姻戚にあたる人物を 「教長」として清真大寺に推薦 し、清真大
寺はその人物を招聰せざるをえな くなった。これは、行政機関の責任者が清真寺の人
事異動に娩曲的に干渉 した事例である23)。なお、中国共産党 ・行政機関が清真寺の人
事異動に干渉する事例は珍 しいことではあるが、寧夏回族自治区の清真寺においても
類似の事例を聞いたことがある(写真6は 「教長」の招聰状)。
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写真6教 長の招聰状(2010年フフホ ト市で撮影)
V経 済 自由 化 の 中 の モ ス ク ・コ ミュニ テ ィ
1都 市再開発 と観光地化
まず、清真寺を中心として形成されるモスク・コミュニテ ィの持続性を指摘 してお
こうi」フフホ トでは清真大寺 を中心に回族集住地域が形成されてきたが、1949年以
前であれ、1949年以後であれ、回族住民の集住率は高 く、モスク ・コ ミュニテ ィの
凝集性 も高い。たしかに回族集住地域は日本軍の進駐、毛沢東時代には社会主義改造、
改革開放期には「危改」による平屋の破壊を経験 した。 しかし、回族の住民は新 しい
集合住宅に入居することができ、大多数がもともと居住 していた地域で生活できてい
る。おそらくこれは回民区の党組織や政府による少数民族に対する配慮の結果なので
あろうが(共産党 ・政府には回族の共産党員が少なからず存在する)、回族の集住形
態は改善されなが ら維持されている21〕。
2006年、フフホ ト市政府は回族集住地域で6000万元を支出し、「伊斯蘭風情街」(イ
スラーム風情街)の建設に着手した。清真大寺、清真北寺などが並ぶ大通 りはその外
観をイスラーム的な様式に変更され、現在、フフホ ト市を代表する観光名所のひとつ
となっている。回族の名称が付けられた寧夏回族自治区の首府銀川市ですらイスラー
ム色を前面に打ち出した通りは建設されていないことを踏まえれば、フフホト市の試
みは画期的なものであるといえる。少なくとも回民区においては、「危改」にしろ、風
情街の建設に しろ、中国共産党 ・政府主導の住環境の整備については回族の人々はお
おむね満足 してお り、高 く評価 されるべ きであろう251。
中国共産党 ・政府主導の都市再開発とは別に、2012年、清真大寺の南側には 「阿拉
伯宮」(通称アラブ宮殿)が地元出身の回族の企業家(女小兵26りによって創業された,
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アラブ宮殿27[は観光客を国内外から誘致するための豪華なレス トランや客室を備え、
屋上にはモスクを彷彿とさせる白い ドームが聲え立ち、清真大寺より高く、注 目を集
めている。近年、アラブ宮殿は結婚式の記念撮影などに利用される機会があり、イス
ラーム色を醸 し出す娯楽施設 として回民区の観光地化を牽引しつつある。
フフホ ト市に現存する清真寺に関していえば、一部の清真寺は破壊 された後も修復
されていないが(例えば、車姑寺、清真女寺)、1949年以前に建設された清真寺の多
くは大多数が現在も維持できている。そのほか、改革開放以降に新たに創立 された清
真寺 も存在 し(例えば、団結寺、清真西北寺、清真小寺、祥和寺)、回族人口の増加
にともない、モスク ・コミュニティはその規模を増大させている。現在、フフホ ト市
内にはllの清真寺が存在し、清真寺の数は増加 してお り、どの清真寺も中国共産党 ・
政府によって正規の宗教活動場所 として認可されている。また、清真寺の改築工事、
イスラーム学習班の開設などに対する規制は他地域28ほど強 くはないため、中国共
産党主導の宗教政策の方針に対 して回族の人々はおおむね満足している。
写真7ア ラブ宮殿(2017年フホ ト市で撮影)
改革 開放政策 の導 入後、 文化大革 命期以前 と比較するか ぎり、清真寺 の経済状況 は
目覚 ま し く改 善 され て い る。 清 真 大 寺 の 場 合、2011年7月(断食 月)の 収 入 が
1,253,228.2元、 支 出 が82,756.6元、2013年6月の 収 入 が!31,318.89元、 支 出 が
126,142.6元、2014年犠牲祭 の と きの収入が1Ll82.6元、支 出が19,326.8元、2016年
7月の収 入が153,230元、支出が116,728.8元となってお り、毎 月十数万元以上の収 入
を確 保 してい るL?1})。他 の清 真寺、例 えば、北寺 の2012年6月の収 入は120,504元、西
寺 の2012年6月の収 入 は68,245元、祥和 寺 の20!3年7月の収 入は41,278元となって
お り、清真寺 の経済収 入は信徒数の 多寡 によって異なる とはいえ、いず れの清真寺 も
収 入は増加傾 向にある:瓶、
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これはひとえに清真寺に集 う信徒たちによる自主的喜捨や法定喜捨による。フフホ
ト市の場合、清真寺経営で最初に成功 した清真西寺であ り、その功績は高 く評価 され
ている。中国ムスリムの新聞 『穆斯林通訊』(2001年6月号)に よれば、当時の主任の
決断により、清真西寺は冠婚葬祭などの行事をホテルではなく、清真寺のなかで開催
することにした。清真寺の敷地内に食堂を開設 し、失業していた人々を従業員として
雇用するようにした。その結果、清真寺で結婚式を行う夫婦が増え、酒のようなハラ
ームなものがあるホテルには近づかなくなり、他の行事も毎日のように清真寺で開催
するようになった。礼拝参加者は数十名の老人 しかいなかったが、現在は百数十名も
礼拝に参加 し、男女とわず、若者 も参加 している。清真寺の収入を確保 し、信徒の経
済負担を軽減できただけでなく、清真寺全体に活力を与えることができたという[達
吾 ・伊斯恰格2001]。当時、清真西寺の主任が掲げた経営改革によって清真西寺は
モデル ・ケースと認められ、現在、その経営方法はフフホト市にあるすべての清真寺
に採用されている。
2管 理責任者の世代交代
改革開放期、清真寺の外観はその修復によって美 しくなり、信徒たちの喜捨が増え、
清真寺は明らかに裕福になった。それでは、清真寺の管理責任者に変化はみられない
のだろうか。これまでの研究によれば、清真寺には管理責任者と宗教指導層が存在 し、
両者が協力 ・競合 ・拮抗 ・対立などの関係性 を形成 しなが ら二重権力を確立 してきた
と考えられてきた。 しかし、岩村や佐口が1944年の現地調査にもとついて看破 した
ように、実態としては、管理責任者が信徒集団の代表として宗教指導層を招聰 ・解雇
する権限を持っているため、管理責任者が主導権を掌握していた事例が多かった31)。
例えば、フフホ トの清真大寺では曹家の人々がその豊富な資金力を背景 として管理運
営権を長らく掌握していた。なお、清真寺の管理責任者が実権 を掌握 していたといっ
て も、彼らは一般信徒によって選出されていたため、あ くまでも信徒集団の代表であ
り、個人ではなく、集団のための利益を確保することが要求されていた。したがって、
管理責任者が職務怠慢であったり、汚職を繰 り返 した りした場合、一般信徒たちは彼
らを解任することが可能であった。
そのような伝統的な制度が瓦解 したのが1958年の宗教制度民主改革のときである。
中国共産党 ・政府が提唱 した改革の結果、清真寺のなかで自生的に形成されてきたシ
ステムが根底から覆された。清真寺の多くが閉鎖され、宗教指導層や管理責任者たち
は宗教活動(例えば、日々の礼拝、年中行事)を信徒たちのために企画 ・実施するこ
とができなくなった。それは同時に清真寺指導層がそれまで信徒集団から付与 されて
きた権限を喪失したことを意味する。中国共産党は1950年代前半か ら「公私合営」や
集団化を推進 してお り、清真寺指導層らも工場や農場などで労働作業に従事せ ざるを
えなくなった。毛沢東が1966年に発動 した文化大革命 によって清真寺をめ ぐって回
ぎ
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族のあいだで暴力的な政治闘争が展開されたことは前述 したとお りである。
1978年、中国共産党の新 しい指導部が改革開放政策の導入を決定すると、清真寺
の再開放や修復が信徒たちの手によって徐々に進められるようになった。もちろんそ
れは中国共産党 ・政府がお墨付 きを与えるのが大前提ではあったが、フフホ トでは大
多数の清真寺が復活した。回民区の共産党組織や政府機関には回族の共産党員が少な
からず存在 し、共産党 ・政府は回族民衆の意向にで きるかぎり注意を払いながら国家
政策を施行 しているのが実状であろう。 もちろん共産党 ・政府による干渉がまったく
ないか といえば、それは否定 しがたい。例えば、清真寺民主管理委員会の選出の際、
行政機関の宗教事務局(または民族宗教事務局)や宗教団体のイスラーム教協会が同
委員会主任 を最終的に任命する慣例が続けられている32)。このような国家権力のある
種の介入は1949年以前の清真寺ではまずありえなかったことである。
管理責任者の知識、能力、人格などの面において も1949年以前 と1949年以後(正
確にいえば1978年以降)には相違点がみられる。清真寺の古老たちがよく口にするの
だが、旧社会の管理責任者たちにはムスリムとしての知性や教養(ここでいう知性や
教養 とはイスラーム諸学に関するものを指す)があったのに対 し、1978年以降の管理
責任者たちには実務能力はあるが、イスラーム教育を受けていない者が多いという
(特に改革開放期 に清真寺に登場 した新 しい管理責任者が一連の政治運動のためイス
ラーム教育を受けられなかったことはやむを得ないのであるが)。
1949年以前の場合、管理責任者 といえばまさに清真寺の顔役であ り、その実力を
信徒たちによって評価 され、また、それ相応の権限を付与されていた。改革開放期、
私利私欲に目が眩んでいると椰楡される主任をときお り見かけるが、周囲の信徒たち
は 「旧社会の大郷老たちは違った」ときまって述懐する。もちろん旧社会の管理責任
者たちに不正や腐敗が存在 しなかったとは言えないのであるが、彼 らは信徒代表とし
ての威厳を持ち、自分のためではなく、信徒全体の利益のために行動 していたことが
強調 される傾向にあ。例えば、1949年以前にその名を知られた地元有力者、例えば、
清真大寺の曹湧 ・曹英の兄弟、支馨、教育者の馬文仕は清真寺や信徒のために教育事
業33)(近代的教育施設の設立)などで便宜 を図ったことは現在 も語 り継がれている。
過去の人物を美化する危険性を孕んでいるが、1949年以前の管理責任者が現状 との
対比のなかで高 く評価されることには留意する必要があろう。
3宗 教指導層 とイスラーム改革
清真寺の精神的シンボルとされる宗教指導者についてその特徴 を整理 してお きた
い。清真寺の管理運営では管理責任者たちの人選 も重要であるが、清真寺におけるイ
スラーム教育 ・儀礼を統括する人物 として宗教指導者の育成 ・招聰も信徒たち全員が
最優先する話題のひとつである。フフホ トの場合、「教長」の招聰 ・解任は、原則上、
清真寺民主管理委員会が自分たちの判断基準にもとついて決定することができ、何 ら
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かの特別な事情がないか ぎり、共産党 ・政府が直接的に干渉することはほとんどな
い34)o
清真寺では1949年以前 も1949年以降(実質的には1978年以降)も 「教長」は年齢を
とわず、高齢者 も若者 も招聴 されていたが(年長者の方が優先される傾向はあるが)、
1958年から1976年にかけて清真寺において正規のイスラーム教育による人材育成を
行えなかったため35)、高齢の 「教長」たちが逝去すると、1980年代以降にイスラーム
教育を受けた20代・30代の若い人・々が 「教長」として招聴 されるようになった。内モ
ンゴル自治区にか ぎったことではないが、1990年代以降は宗教指導者の若年化が顕
著である(それゆえ、管理責任者の発言力が増大 しつつある)。
旧社会の清真寺に目を移せば、「教長」といえば、清真寺のなかで大 きな権限を付与
されてお り、 また、威厳 を兼ね備えたイスラーム学者であった。例 えば、岩村が
1944年に現地で見聞 きしたように、「教長」には宗教裁判を開くことが容認されてい
た。内モンゴルの包頭にある清真西寺ではアヘン吸引者や非ムスリムとの男女関係な
どが争点となり、「教長」はその行動を改めないかぎり、容疑者の自宅で宗教的な行事
を執 り行わないと警告を発 し、西寺で解決できないと判断され、清真大寺に事案が持
ち込 まれ、管理責任者の立ち会いのもと「教長」がイスラーム法に照らして裁判を行
ったという[岩村1949:122-123]。それに対 して、1949年以降、宗教制度民主改革
が強行 されたことによって、清真寺指導層にはかつてのような司法権を行使すること
が不可能 となった。特に宗教指導者は1958年から1976年まで清真寺で宗教活動 を指
導することができず、一般の信徒たちも清真寺への立ち入 りを制限されたため、現代
中国において宗教指導者は必然的にその権威を失墜してしまった。改革開放期に清真
寺が修復され、新 しい世代の管理責任者たちが登場 し、清真寺の管理運営において実
務能力を発揮 しているが、その一方、宗教指導者やその弟子の学生たちには大 きな発
言権は付与されていない。
最後に、「教派」にかかわる問題について言及 しておく。佐口[1969]が中国イスラ
ームの 「教派」について詳細に議論 したように、中国イスラーム界では17世紀から儀
礼改革をめぐる論争が展開されてお り、その過程で 「教派」という概念が形成された。
日本軍占領期にもフフホ トでは 「教派」の存在が岩村調査団によって確認されている
[岩村1950:66]。日本人調査者は 「教派」について 「教長」たちに質問したが、「教長」
のなかには回答を躊躇 した者がお り、「教派」がセンシティヴな問題 として受けとめら
れていたことがうかがえる。現在、フフホ トの清真寺では、清真北寺だけがイスラー
ム改革派のイフワーン派に従っており、その他の清真寺はカディーム派 という伝統派
を堅持 している。例えば、清真大寺の場合、カディーム派の 「教長」を招聰 し続けて
いる(海外留学を終えた者が 「教長」として雇用 される機会は非常 に少ない)。清真大
寺にか ぎらず、他の清真寺においても他の 「教派」に転向する可能性は極めて低い。
しか しながら、中国各地にイスラーム改革の波が押 し寄せた後、清真寺の教育制
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度36)や儀礼細則にまった く変化がみられないわけではない。例えば、清真大寺では
1990年代から「教長」を西北から招聰する機i会が増えており、西北のカディーム派の
儀礼の作法が部分的に導入されつつある。例えば、現在、清真大寺では宗教指導者と
学生たちはクルアーンを標準アラビア語で正確 に朗諦 している。カディーム派ではク
ルアーン朗訥が漢語説 りの不正確な発音でなされる傾向が根強いが、西北出身のカデ
ィーム派ではイフワーン派の改革運動で提唱される標準アラビア語による朗諦法(タ
ジュウィー ド)が実践 されている。また、カディーム派の 「教長」や学生は白い大き
なターバンを頭に巻きつけることが慣例となっているが(シーア派のターバンに酷似
し、おそらくペルシア起源であろう)、現在、清真大寺では宗教指導層はイフワーン
派とほぼ同じターバ ンを頭に巻きつけている。そのほか、カディーム派は漢文化起源
の服喪や喪服着用を実践するが、清真大寺ではいつのまにか遵守 されなくなってい
る。
このように、イスラーム改革に呼応 したかどうかよくわからないが、カディーム派
の慣習にも変容がみられることは注 目に値する。清真大寺の場合、西北の学派が 「正
統」であると再解釈する人々が登場 し、清真寺民主管理委員会で発言権を行使で きた
のであろう。清真大寺に西北出身の 「教長」が招聰されるようになった経緯や理由は
確認できていないが、1990年代以降、華北出身の 「教長」はほとんど招聰されていない。
そのほか、清真大寺にはカディーム派ではなく、ごく少数ではあるが、イフワーン派
やサラフィーヤ派に傾倒 したとおぼしき信徒も集団礼拝に参加 しており、カディーム
派 とは異なる作法で儀礼を実践 している。このような現象 を垣間見ると、「教派」の相
違点をめぐる意見の不一致や論争には清真寺内部の分裂を招 く火種をまったく抱えて
いないとはいえない。
VIお わ りに
内モンゴルのフフホ トはモ ンゴル人アルタン ・ハーンによって建設 された都市であ
ったが、その後、明朝、清朝、北洋軍閥政府、国民政府、日本軍、国民政府、中国共
産党などの様々な勢力によって支配され、目まぐるしい政治変動 を経験 してきた。フ
フホ トの回民は清朝期前半以降、主に華北から移 り住んだ外来民族であり、いずれの
政権下でも絶妙なバランス感覚を発揮 し、生存 し続けてきた(例えば、おなじ回民 と
いえども武装蜂起で清朝政府を脅か した西北回民とは対照的である)。
本稿では研究対象時期を日本軍占領後に定めたが、華北から攻め込んできた日本軍
は内モンゴルの回民集住地域においても皇民化政策を展開し、その結果、「回好」と呼
ばれる対 日戦争協力者を生み出した。日本軍に協力 したという事実は日本軍撤退後 も
回民社会の人間関係に暗い影を落 としてお り、特に1949年以降、「回好」と呼ばれた
人々は出世する機会 を獲得 しづらい状況にある。それゆえ「回好」とその家族たちは
」
194 近現代内モンゴルの政治変動と回民社会 一 『中国回教社会の構造』のその後一
日本軍との関わりについては口を開かない。
日本軍の撤退後、回民の人々は国民政府の再来を歓迎 したが、内モンゴルで和平起
義が実現すると、中国共産党政権に追従 した。中国共産党は社会主義改造や政治運動
などを トップダウンで強行し、その結果、漢族社会と同様、少数民族社会 も混乱状態
に陥った。清真寺を中心とした回民社会の場合、宗教制度民主改革や文化大革命のよ
うな 「改革」や 「革命」によって宗教界の伝統エ リー トたちは主導権を喪失し、民族内
部の政治闘争が熾烈化 し、モスク ・コミュニティは名実ともに瓦解 してしまった(そ
れは日本軍、国民政府の支配期には起 こり.えなかった現象である)。宗教界の未来を
担 う貴重な人材といえる伝統エリー トのなかには当時の政治運動によって命を失った
者 もいる。
文化大革命の荒波が過 ぎ去ると、中国共産党の政策は毛沢東時代 よりは緩和 され、
清真寺の修復が容認されるようになった。回族の人々は自分たちのコミュニティをい
ち早 く再建 し、紆余曲折があるとはいえ、1958年から1976年忙 かけて実質的に禁止
されていた宗教活動に再び従事できている。近年、清真寺に対する信徒たちの喜捨は
増加 し、聖地メッカへ巡礼する人々も増加傾向にある。 しか し、その一方、中国共産
党による宗教統制は1990年代後半から強化されてお り、宗教関連法令の遵守、政治
宣伝への参加、無神論教育の徹底は義務化 されている。そのような政治情勢のなかで
は回族の人々は中国共産党、行政機関、宗教団体 とのあいだに協力関係を結ばざるを
えず、往々にして非対称的な共棲関係が形成され、中国共産党政権による宗教的マイ
ノリティの囲い込みは顕在化 しつつある。
注
1)民 族研究所 には岡正雄、古野清人、西北研 究所 には今西錦司、梅樟忠夫 らが所属 してい たが、岩村調査団
の団員は岩村忍 、藤枝晃、川西正 巳、小野忍、甲田和衛、野村正良、佐 口透であ り、民族学者(人類学者)
は正規の団員 として参加 してい なか った。 日本の植民地主義 と民族学 の関係 につ いては中生[2016]を参
照 されたい。
2)岩 村の報告書 は実 は中国国内 において回族の有志 によって翻訳 さ,れたが、残念なが ら現時点で も出版 され
ていない。
3)「漢好」と非難 された人々が1945年以後に歩んだ人生については文化人類学者の楊 海英[2015]、満州建国
大学卒業生 を取材 した新聞記 者の三浦[2017]などで具体 的に記 述 されている。「回好」については筆者が
科学研 究費補助金 のプロジェク トに よって調査 ・研究 を進めている。
4)フ フホ トは明代 か ら1937年までは帰化 、帰 化城、帰繧 、 日本軍 占領期 に厚和市 、1950年に帰緩市、1954
年以降はフフホ ト市 と呼ばれて きた。本稿 では可能 なか ぎり使い分ける。
5)現 在の内モ ンゴル自治区、河北省の一部、山西省の一部 を包括 した地域 を指す。「蒙彊」とい う名称には
侮蔑的な意味が含 まれ るが、本稿では当時使用 されていた用語 をそのまま使用す る。
6)歴 史学者 の岩村 や佐 口はモス ク ・コミュニテ ィを 「共 同体」と名付 けてい る[佐口1948],1
7)清 真寺の創立時期 については実は諸説あるが、本稿では議論 しない。
8)フ フホ トでは イスラーム改 革派 は1949年以前、「新 行」あ るい は 「新教」と呼 ばれていた,,現在は 「新教」
の方が よく使用されている。
9)清 真寺の宗教指導者 や学生は礼拝や年中行事 などの場 合、「準拝」(z/iZtiibai)とい うアラブ起源の衣装 を着'
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用す ることが多かった。
10)「郷老」とは西北では清真寺の管理責任者(補佐役)を指すが、 フフホ トでは一般信徒 を意味する。「郷倦」
と表記 され ることもある。
11)「教長」とい う用語 は清朝期 に政府に よって付与 された名称であ る可能性が高い。
12)佐口は中国 イス ラームの 「近代 主義」[佐口1968]と表現 している。
13)本稿 では清真寺 に対 する統 制に限定 したが、 日本軍(厳密 にい えば駐蒙軍)が{鬼偲政権 を通 じて内モンゴ
ルにお ける畜産業 ・家畜販売業 ・屠畜業 ・食肉販売業 ・交易な どに対 して規制 を加 え、地域経済に打 撃を
与 えた ことは忘れてはな らない。
14)フフホ トに くらす古老たちか ら清真寺 が日本軍 によって保護 されたのは日本軍特務機関 に所属 していた小
村不二男 の尽力 によるとい う話 をよ く聴いた。 日本人ムス リムの小村不二男は戦後、『日本 イスラー ム史』
[1988]に戦前 ・戦中の体験 談を活 き活 きと綴 っているが 、厚和市(現 フフホ ト市)の特 務機 関長の小 倉達
次 に小村不二男は回教工作 について助言 していたのか もしれない。
15)「鬼子」のほか、 日本人は回民のあいだでは 「利布利斯」(libulisi,悪魔)と呼 ばれることもあ った。
16)文化大革命の期間、共産党 ・政府は火葬 を法律 ・法規な どでムス リム少数民族 に対 して強制 した ことはな
か ったが、 ムス リム少数民族が火葬 を受容す るか どうかが文化大革命へ の支持 を示す基準の ひとつ となっ
た。例 えば、清真大寺に勤務 していた張殿亮 は紅衛兵か ら火葬について質問され、次の ように答えた とい
う。「自分を火葬 しても構 わない。しか し、だか らといって回族全体が火葬を支持 しているわけではない」。
張殿亮 は 「右派分子」と認定 され てお り、文化大革命期 間中に暴力 を振 るわれ、その ときの怪 我が原因 と
なって1970年に病 死 している。
17)文化大革命 の直後、清真大寺で最初に実施された葬送儀礼の写真を見たこ とがあるが 、参列者は頭に白い
帽子(礼 拝帽)を被 っていたが、全員が 人民服 を着用 していた。 中国各地 でイスラーム服が色鮮やかな も
のへ と変 わるの は1990年代以降の ことであろ う。
t8)フフホ トでは 「双十二事件」と呼ばれている。
19)清真大寺 の事例 とは対照的 に、共産党 ・行政機 関か ら指示あ るいは関与を受けることな く、清真寺 を新た
に建設 した人々も存在する。清真大寺や甘繧清真礼拝堂 などにかつて所属 していた信徒 の中か ら、文化大
革命 の終 わ り頃、 自分たちの住居を礼拝場所 と して確保 し、新たな清真寺を建設 した人々が現れた。それ
は現在 の清真小寺であ る。清真小寺 は改革開放期 に住民 たちによって新たに建設 された清真寺 とい う特殊
な位置づ けにあ り、他の清真寺 とは異な り、1993年になるまで共産党 ・行政機 関によってなかなか批准 さ
れず にいた。 その最大の理由は、信徒たちが共 産党 ・政府の許可 を得ずに新たに建設 したということだけ
でな く、清真小寺が イス ラームの教 育 ・宣伝活動 を積極的 に展開 していたためであ る。
20)ただ し、「郷老」とい う従来の呼称 は現在 も使用 されてい る。
21)フフホ ト市 イスラーム教協会は1984年頃に成立 している。
22)2009年に フフホ ト市宗教事務局 と改称 されている。
23)その後 、主任 と教長 は険悪 な関係にな り、主任 は礼拝殿で礼拝 しな くなった。
24)清真大 寺の周囲に居住す る住民(主 に回族)の人口分布、集住率 について は別稿で発表する予定 であ る。
25)フフホ ト市回民区の事例は1997年に始 まった北京市牛街の 「危改」とは対照的で ある。北京市の牛街では
1990年代後半か ら集合住宅の建設が始 められたが、地域 によっては旧住民の うち新 しい住居 を購入で きた
人々は全体 の70パー セ ン トと言われてお り、回族 と非回族 との混住 化は明らか に進んでいる。
26)丈小 兵は西北 回教聯合会幹部 を務めた支馨(丈福堂)の子孫である。
27)現在 は 「丈博 伊和宮」と改称 されている。
28)例えば、近年、新彊 ウイグル 自治区ウルムチ市 では"去極端化"(脱過激化)キ ャンペ ーンの一環 と して ブ
ルカ、ニカーブな どの顔 を隠す イスラーム服の着用が禁 止されたが 、フフホ トでは イスラーム服 の着用 は
法的に禁止されていない。
29)清真大寺 の信徒 数について は1998年12月4日に建 て られた改築記念碑が参考 になる。 この石碑 には改築
に際 して喜捨を行 った信徒の氏名が記載 されている。喜捨 した信徒 の数は469名で、大 多数が既婚者であ
る と想定すれば、大寺 に帰属意識 を持つ主要な信徒 の総数 は少 なくとも1,000名か ら2,000名であろう。
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30)清真寺の収入 ・支出の記録 は2011年か ら2016年にかけてフフホ ト市の清真寺で確認 した。
31)もちろん個別事例によっては宗教指導者側が主導権 を掌握で きていた事 例 も存在 した。
32)フフホ トの場合、清真寺民主管理委員会 に共産党員がメ ンバ ーとして参加 している事例 を見 聞きした こと
が ある。寧夏 回族 自治区銀川市の清真寺 で2000年前後にフ ィール ドワー クを実施 した際、共 産党員は清
真寺民主管理委員会に参加 で きないと聴いていたが、清真寺民主管理委員会の規定は地域 によって異 なる
ようである。
33)近代 中国におけ るイス ラー ム教育改革 に関 しては1912年北京で設立 され た中国回教倶進会 の影響 が大 き
い。 フフホ トで は1913年に同会繧 遠省分会が北京か ら来訪 した王浩然(中 国回教倶進会)、清真大寺の劉
化春教長 によって成立 した。1915年にはフフホ トで最初の回民小学校 、「帰繧回部学堂」が設立 され、清真
大寺の有力者たちが支援 した[政治協商会議呼和浩特市 回民 区委員会ほか(編)1994:148-150]。
34)ただ し、 ご く稀 な事例 と して、清真大寺 の場合k回 民 区政府 関係者 が自分 の姻戚 を 「教長」として招聰 さ
せた事例があったが、最終 的には、清真寺民主管理委員会主任や一般信徒たちの反発が激 しく、結果的に
「教長」は辞任 に追 い込 まれた。
35)筆者が2000年頃、寧夏回族 自治区でフ ィール ドワー クを実施 した際、清真寺の 「教長」には40代・50代の
中年層がほ とん どいなかったが、 それ は宗教制度民主改革や文化大革命 などの政治運動 によって伝統的な
イス ラーム教育を実施 で きなか ったことが最大の原因であ る。
36)前述 した ように、中華民国期 に北京で成立 した中国回教倶進会が提唱 した イスラーム教育改革運動の影響
はフフホ トで も大 きく、同会緩遠分会が清真寺の有力者 によって組織 された。ただ し、北京か らもた らさ
れた新 しい運動に対 して清真寺の なか には反対派が存在 し、中国回教倶 進会の活動 は停滞 した とい う。
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